






































































































































































































































































































































































































ル（礼拝）プログラムがあります。では、27,000 人プラス教職員 1,500 人ぐらいの方がおら
れる中で、いったい何人の方がキリスト教プログラムに実際に出席をされているだろうか、と
いうと非常に限られた数になるのかもしれません。でも決してキリスト教主義教育を否定され
るわけではないし、関学のキリスト教主義に対しての理解、あるいは Mastery for Service は
好き、という形で関西学院を愛しておられるわけです。
　だから、私は現在の関西学院のキリスト教主義は間接的・アノニマスであるからこそ、全体
に受け入れられる形でキリスト教主義が展開されているのではないかなと思っています。ただ
残念なことに、間接的過ぎると直接的なものがどうも薄れてしまうということもあります。学
生たちに信仰を持って欲しいと私自身個人的には祈りますけれども、学校ですから、学生たち
に直接的にそれを求めることには難しさを感じます。
　それでも、私は関西学院の未来を支えるのは神学部だと思っております。なぜかといったら、
キリスト教世界のリーダーをつくる学校として関西学院が建てられたわけですから、そういう
方々がおられなければ関西学院を支える土台としてのキリスト教信仰も生まれてこないわけで
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あります。だけどそういうふうにつくられてきたリーダーたちが、日本の社会の中でキリスト
教を語り、どのように定着させていくかというときに、私はベーツ先生の生き方が大きな意味
を持ってくると思います。
　ベーツ先生は決してキリスト教を曖昧にはしていません。関西学院を支える大きな考え方を
しっかり押さえながら、しかしそれをたくさんの人に受け入られる形で、愛される形で語り続
ける、その意味でのベーツ先生の働きはすごいと思います。同じように関学のキャンパスを通
してヴォーリズ先生の働きの大きさを教えられるのです。
　時間が来てしまいました。今日はベーツ先生やランバス先生がどんな人だったのかという個
人的なお話にはなりませんでしたけれども、関西学院のキリスト教主義はお二人によって築か
れ、現在も大きな意味を持っているということを少しでも私なりの立場でお話しできたこと、
それを熱心に皆様にお聞きいただけたことを心から感謝しております。
　きょうはどうもありがとうございました。
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